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階の は， 描画から ・ 点に変更し，被加
数へ直接数え足しを設定し，訓練を実施した．結果，
和が 未満の 桁同士（例 ）であれば暗算
にて，また和が 以上の 桁同士の計算及び 桁























言語性 （以下， ） ，動作性 （以下，
） ，全 とやや が高く，各下位項目




歳 ヶ月，評価点（ 以下， ）合



































イメージでは は の前， はずっと後ろ といっ
た数を空間的な位置関係として捉えることが難し










































































訓練期 ， ， で用いた割り算の方略を
使用し， の補助なしにて計算を行った．計算方
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